	プールの水質管理


１．文部科学省学校環境衛生基準より

    ＜プールの水の基準＞

      （１）給　水　原　水　　　　　飲料水基準に適合するもの。

      （２）ｐＨ（水素イオン濃度）  ５．８～８．６

      （３）透　明　度　　　　　　　水中で３ｍ離れた位置からプール壁面が明確に見える程度。

                               　（濁度は，２度以下であること。）

      （４）遊離残留塩素濃度　　　　プール内の対角線上の３点以上を選び，表面及　　  　中層で，0.4mg/L以上1.0mg/L以下が望ましい。

      （５）過マンガン酸カリ消費量  １２mg/L以下。

      （６）大　　腸　　菌　　    　検出されないこと。

（７）一　般　細　菌   　　   １ｍL中  ２００個以下。

（８）総トリハロメタン　　　　０．２mg/L以下が望ましい　

　

　＜循環ろ過装置の処理水質基準＞

（１） 濁　　　　　度　　　　　０．５以下(装置出口で)０．１以下が望ましい。

２．水の消毒の意義

    　水は放置しておけば微生物が繁殖します。ましてや 水泳などで 人間が入れば糞

便・尿・汗・唾などで，たちまち汚染されてしまいます。

      先頃問題になっている  アデノウィルスによるプール熱・流行性角膜炎・急性呼

吸器症・ポックスウィルスによる水イボ  などもプールから流行する恐れがありま

す。それをたえず利用者が水泳を出来る状態にするためには薬品が必要となります。

それも人間に無害でなくてはなりません。それには，塩素消毒が現在一番良いとさ

れています。これも，あくまで薬品ですから必要最低量で最大の効果をねらうこと

です。その上その薬品がいつまでも存在してはいけません。

      ０．１  mg/L チフス，パラチフス，赤痢，淋菌，コレラ菌，ケルトネル腸炎菌

      ０．１５mg/L ジフテリヤ菌，ブドウ状球菌，ショウ紅熱菌，腸球菌

      ０．２  mg/L 肺炎球菌

      ０．２５mg/L 溶血性連鎖球菌，大腸菌

      ０．４  mg/L以上 アデノウィルス （０．４mg/L以下では効果無し）

などを死滅・不活性化させることができ  安全性を考慮し

遊離残留塩素濃度　０．４mg/L～１．０mg/L

 ［この他の塩素の効用］

    １．発藻の抑制      ２．藻の溶解      ３．水質汚濁ＣＯＤ．ＢＯＤの低下

    ４．脱臭作用        ５．悪質成分の分解

 ［塩素の揮発性］

塩素は，炎天下又は，風が強い時などは急速に揮発してしまいます。大体晴天の時，　　　１０分間，０．１mg/L消失すると思ってください。又遊泳者が多い時も著しく消失します。そこで管理する方は，１時間毎に遊離残留塩素濃度を測定し，必要にお応じて消毒薬の追加投入を行ないます。

３．遊離残留塩素の測定    　基準  プール水：０．４mg/L～１．０mg/L
[image: image1.png]0 HENaE

BTREL THAHE
PEBOKEAND ETHIET D



   ＤＰＤ法

  検査する場所は  Ａ・Ｂ・Ｃ３点     

  中層部の水で行なう                       
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      測定用試験管の目盛まであわせる

      ＤＰＤ試薬を試験管に入れ，ただちに比色計で値を読む

    （注意）検水はプールのオーバーフローの水と共に流すこと

    （注意）ガラス製器具を使う場合は破損に注意すること

４．水素イオン濃度（ｐＨ）の測定　　基準　ｐＨ値は５．６～８．６
　　プールに備えてある，水素イオン濃度測定器（ＢＴＢ法）で測定する。

測定は1箇所を選び，測定する。

５．プールの消毒方法   （１時間毎に残留塩素濃度を測定する事）

	消 毒 方 法
	自 動 供 給 装 置 用
	追 加 投 入 用

	使 用 薬 剤
	ハイクロンＴＢ－２００

ハイクロンＬＴ－２００
	ハイクロンＧ

ハイクロンＦＨ


 ハイクロンＴＢ―２００　Ｇ　名称変更　ＬＴ―２００　ＦＨされます。

注意：流量は　１０～１５となります。

遊泳開始３０分前までに，自動供給装置に，ハイクロンＬＴ (ＴＢ)－２００を

２０錠（２袋）を自動供給装置の中に投入し，

流量を決められた量(１０～１５推奨)にセットする。

注意  顆粒のハイクロンＦＨ（Ｇ）は使わないこと。
ハイクロネーターＮ-10型の運転方法　（日本曹達㈱パンフレットより）
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Ａ入口バルブを閉める。

2 Ｂ出口バルブを閉める

3 Ｃ排水バルブを開く
4 Ｄキャップを左に1/4回転して開く

⑤　目皿の位置を確認後，ハイクロンＬＴ (ＴＢ)２００錠剤を

下記「ハイクロン使用量」投入する

6 キャップの裏側にＯリングが付いている事を確認後

右に1/4回転して閉める

7 Ｃ排水バルブを閉める

8 Ｂ出口バルブを開く

9 Ａ入口バルブを開きながら流量計の目盛を「１０」に合わせる

· プールの残量塩素濃度が高くなった時は流量計の目盛を「５」に

· プールの残留塩素濃度が低くなった時は流量計の目盛を「１５」に調整する

	ハイクロンＬＴ（ＴＢ）-200使用量

	プール容積（ｍ３）
	２００～２８０
	２８０～３５０
	３５０～４００

	晴天
	５～６月
	２Ｋｇ（１袋）
	３Ｋｇ（１袋半）
	４Ｋｇ（２袋）

	
	７～９月
	３Ｋｇ（１袋半）
	４Ｋｇ（２袋）
	５Ｋｇ（２袋半）

	曇天
	５～６月
	１．６Ｋｇ（８錠）
	２Ｋｇ（１袋）
	３Ｋｇ（１袋半）

	
	７～９月
	２Ｋｇ（１袋）
	３Ｋｇ（１袋半）
	４Ｋｇ（２袋）

	雨
	（藻の防止）
	１．６Ｋｇ（８錠）
	２Ｋｇ（１袋）
	３Ｋｇ（１袋半）

	①放課後にクラブ活動等で再び使用する時は使用量の約半分を使用３０分前に追加投入

	②土曜・日曜の２日間使用しない時は金曜日の夕方４Ｋｇ日曜日の１日だけ使用しない時は土曜日の放課後２Ｋｇ投入

	③使用量は標準的な目安量です，使用状況・遊泳者数などにより増減する


１日１回の自動供給装置への投入により約６～７時間，遊離残留塩素を維持するように調整されています。（メーカー値）
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循環ポンプの運転により，自動供給装置から消毒薬が溶出され，３０～４０分で基準濃度に達します。プール構造や使用状況により，不足する場合もあるため，遊泳開始前と休憩時間毎に残留塩素濃度を測定し，不足の場合は消毒薬の追加投入を行ないます。

追加投入について

遊離残留塩素濃度が不足の場合，ハイクロンＦＨ (Ｇ)を使い追加投入します。

追加投入は，水の入ったバケツで一度水分を薬剤に含ませヒシャクなどを使い，手で全体に散布する。

または、自動塩素供給装置内に追加投入分の薬剤を投入し塩素濃度を上昇させる。

 ☆遊泳者数にもよるが，遊泳開始で０．２～０．３mg/L消費される場合があります

遊泳開始前の塩素濃度は０．６～１．０mg/L

ハイクロンＦＨ（Ｇ）を使い，数分後０．７～１．０mg/L位に上昇させる薬剤投入量

☆使用するのは，顆粒状の消毒薬剤です。

	検出濃度mg/L
	未検出の場合
	0. 1mg/L
	0.2mg/L
	0.3mg/L
	0.4mg/L
	0.5mg/L

	２００ｍ３
	２００～３００ｇ
	２７０ｇ
	２４０ｇ
	２１０ｇ
	１８０ｇ
	１５０ｇ

	２５０ｍ３
	２５０～３７５ｇ
	３４０ｇ
	３００ｇ
	２６０ｇ
	２３０ｇ
	１９０ｇ

	３００ｍ３
	３００～４５０ｇ
	４１０ｇ
	３６０ｇ
	３２０ｇ
	２７０ｇ  
	２３０ｇ

	３５０ｍ３    
	３５０～５２５ｇ   
	４７０ｇ  
	４２０ｇ
	３７０ｇ
	３２０ｇ  
	２７０ｇ


     ★ハイクロンＦＨ（Ｇ）は  ２００ｍ  のコップ１杯 約２００ｇに相当します。

       以上の数は，計算上の数でありますから，多少の差は考えられます。

    （注意）消毒薬を散布する時は，遊泳者がいないことを確認してから行なうこと
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正常な操作方法で遊離残留塩素濃度が，基準値に達しない場合，自動塩素供給装置内のハイクロンＬＴ（ＴＢ）-２００が，残っているか確認する。ある程度少なくなると流量を増やしても塩素濃度の上昇は望めない。

参考資料：改良後のＴＢ－２００を２００９年８月に実地調査した。流量１５にて約５時間

授業終了後の薬剤投入

	消 毒 方 法
	ホルダー（コーナー滅菌器）
	使用方法

	使 用 薬 剤
	ハイクロンＬＴ（ＴＢ）－２００
	ホルダーに２～３個セットし

プール内４隅に設置


プール施設や外部環境により、消毒剤の無くなる放課後から翌日にかけ一般細菌数等が増殖しやすいプールにて使用を推奨します。

３個セット時のデータとして、朝９時の測定で塩素濃度0.6～1.0mg/Lを維持。

６．補給水量

    人体などから出る有機物質などの濃度を低下させるには補給するしかなく, 特に

  低学年の児童の割合が高いほど，補給水は多く必要になります。

    補給水量の目安として１時間  ５０L／１人  として補給すること。

７．消毒薬の取り扱い上の注意

（1） 他の消毒薬，火気，熱，酸，油，ボロ布及びその他可燃物と直接触れさせぬ事。

（2） 計量の容器は，陶器，プラスチック，ガラスの乾いた物を用いる。

（3） 薬剤は使用後よく密閉し直射日光を避け必ず専用の乾燥した冷暗所に保管する。消毒薬は，プールサイドや控衣室や階段の下などに絶対に置かないこと。

（4） 消毒薬には強い刺激があるため目・鼻・口に入らぬよう充分に注意すること。

特に補充でプールに薬剤を散布する時は，必ず遊泳者をプールから出し散布すること。又，薬剤を扱った手で汗を拭う時は，目に入りやすいので注意する。

（５）  消毒薬は，漂白作用が強いため 色物の衣類は避けたほうが良い。

（６）  こぼれた消毒薬は，水でよく洗い流すこと，絶対にゴミ箱等にすてないこと。

（７）  エンソトール（脱塩素剤）と明確に区別し，誤用を避けるよう保管する。

８．プールの使用，管理上の注意

（１）　循環浄化式プールの機械設備について，管理者は操作を熟知しておくこと。

薬剤が供給機内に残留していないことを確認してから運転を停止する。

（循環ろ過の運転は，プール使用期間中は常時運転を行なう。）

（２）  遊泳者が居るかぎり循環浄化の運転を止めてはならない。
（3） 遊泳する児童生徒等の健康観察を行なうとともに，遊泳プールに入る前に

足を洗い，シャワー等により十分に身体を洗浄した後，プールに入れる。

        また，遊泳終了後にもシャワーで頭髪等十分に洗浄させる。

（４）  更衣室・トイレは清潔にたもつ。

（５）  シャワー設備は廃水溝が詰まりやすいため注意すること。

（６）　足洗いはできるだけ流水が使えるものが良く，土砂を常に取り除き下水溝を

つまらせないよう注意すること。

（7） 　水中・プールサイド，通路に 金属・ガラス片・くぎ など危険な物がないか

良く確認すること。

（8） 　プール水が白濁している場合，殺虫剤が混入されている恐れが考えられる為

        関係機関に連絡すること。

（9）  泳いで体が冷えプール内で放尿しないように，プールに入る前には排尿させる

こと。

９．  藻の発生について

        　プールの水は，規定量の残留塩素濃度で管理されている場合，藻の発生は起

こりません。しかし，水温の上昇，雨天つづきなどにより，残留塩素が無くなると１～２日で藻の発生が始まることがあります。藻の発生によりプール水は緑色に着色し，臭気をおび，ろ過機の能力の低下を招きます。

          藻の発生したプールでの遊泳は出来ませんので，遅くとも前日に確認し藻がある場合は，除藻操作を行ないます。

（１）軽度の場合

        　藻の発生が軽度の場合，残留塩素濃度を２～３mg/L 程度に保ちながら，朝

まで，ろ過機をフル運転し除去します。除去し終わった場合残留塩素濃度が　

０．４～１．０mg/Lになってから水泳を開始します。

（２）大量の場合 （シーズン開始など）

        　　大量に発生した藻の場合は，水の入換えを行なう以外方法はありません。

水を入れ換える場合，プール壁をブラシ等でよく洗い，有効塩素が５～10mg/L

の消毒薬で消毒したのち水洗します。

１０．プールの清掃

        　プールの水を残留塩素濃度０．０２mg/L 以下にしてから排水した後，先ず有効塩素 ５～１０mg/L溶液をプール側壁及び底の清掃を始める部分に散布しよくこすって足場が滑る危険を除き，濡れたデッキブラシで少量の顆粒の消毒薬を附着させよくこすり，最後に清水で洗い流す。

１１．プール日誌の記録

記載事項： 月  日  気温  水温  残留塩素濃度測定値・水素イオン濃度（時間も記入）  遊泳者数  汚染状況  換水状況  事故  その日の出来事  担当者名

          記録となることは  必ず書きとめておくこと。

１２．応急処置

（１）　誤って消毒薬（液体）が人体，衣類についた場合は直ちに大量の水で洗い流す

（2） 眼に消毒薬が入った場合は  直ちに多量の水又は出来るだけ清潔な微温湯で

１５分以上洗眼し，眼をこすらないようにし早急に医師の診断をうける。

（３）　 消毒薬を飲み下した場合は  水又はミルクを飲ませ早急に医師の診断をうける。

遊離残留塩素濃度を維持するためには
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自動塩素供給装置
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ろ過装置

ろ過装置の全体図
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ろ過水の採水風景

塩素供給装置を停止し５分程度流します。
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放水直後には、配管内のサビが出る場合がありますのでびっくりしないで下さい。
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機械の操作を行い、自動塩素供給装置で塩素剤をプール内に供給する。
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